
（
態
本
県
山
江
村）
に
装
面
を

く
な
っ

て
き
た
ほ
か 、
ダ
イ
オ

導
入 、
九
八
年
四
月
か
ら一
年

キ
シ
ン
な
と
残
留
有
害
物
質
の

間
か
け
て
遮
続
運
転
の
実
験
や

汚
染
も
懸
念
さ
れ
て
い
る 。
焼

コ
ス
ト

評
価
を
す
る 。
装
匿
に

却
灰
を
溶
融・
固
化
す
る
と
体

か
か
る
約
八
億
円
の
費
用
は
日

積
が
減
り 、
有
害
物
質
も
分
解

本
環
境
保
全
が
負
担
し 、
組
合

で
き
る
こ
と
か
ら 、
大
手
重
工

望
地
や
冷
却
水 、

欝
灰
を

提
供
す
る 。
処
碑
後
の
固
形
籾

日
本

塁

塁
（
茨
撼
平

に
な
る
と
い
う 。

醤
の
実
用

テ
ス
ト

を
続
け
て
き
た
が 、
煎

子
は
路
盤
材
や
瓦（
か
わ
ら） 、

久
市 、
古
渡
周

靡
長）
は
ご

性
を
確
か
め 、
全
国
の
自
珀
体

本

県
吉
市

扁
辺
十
四
村
の

言
ッ

ク
な
と
に
再
利
用
が
見

み
樫
却
灰
を
溶
融
．

固
化
す
る

な
と
へ
売
り
込
む
計
画
だ 。

ご
み
処
理
を
手
が
け
て
い
る
人

込
め
る
た
め 、
組
合
が
引
き
取

装
置
を
開
発 、
熊
本
県
内
の
ご

装
置
は
こ
み
焼
却
灰
に
軍
油

吉
球
睦
広
域
行
政
組
合
（
代
表

る 。
実
用
性
が
確
認
さ
れ
た
段

み
焼
却
境
で
実
証
試
験
を
始
め

バ
ー

ナ
ー

の
火
炎
を
当
て
て
溶

理
事
i

福
永
浩
介
人
吉
市
長）

階
で、
組
合
は
装
置
を
寅
い
上

る 。
処
鯉
後
の
焼
却
灰
は
ダ
イ

か
し 、
水
槽
に
落
と
し
て
ガ
ラ

が
実
証
試
験
に
協
力
す
る
話
が

げ
る
方
向
だ。

オ
キ
シ
ン
な
と
の
有
害
物
貿
が

ス
状
の
固
形
粒
子
に
固
化
す
る

ま
と
ま
り 、
二
十
七
日
に
現
地

現
在、
U
み
焼
却
灰
は
そ
の

除
か
れ
て
無
害
に
な
る
ほ
か 、

仕
組
み
で 、
茨
城
大
学
と
共
同

で
設
備
の
起
工
式
を
行
ろ 。

ま
ま
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い

建
設
資
材
へ
の
再
利
用
も
可
能

開
発
し
た 。
こ
れ
ま
で
自
社
で

同
組
合
の
山
江
U
み
処
理
場

る
が 、
処
分
場
の
余
力
が
少
な

ご
み
焼
却
灰‘
溶
融・
固
化

H
本
環
境
保
全
が
実
証
試
験

疇
初
吃
名
濠
ク
姿

采
器
5

シ
移
る^
多
多
ゑ
診“
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メ
ー

カ
ー

な
と
も
同
梱
の
処
理

社
製
品
よ
り
運
転
費
用
が
安
く

装
置
を
開
発
し
て
い
る 。

す
む
と
い
ら 。
関
発
費
と
し
て

同
社
の
装
置
は
比
較
的
小
型

九
五

ー
九
六
年
度
に
茨
城
県
か

な
ろ
え 、
安
価
な
重
油
を
利
用

ら
約
千
五
百
万
円
の
助
成
を
受

で
き
る
の
で
電
気
や
プ
ラ
ズ
マ

け
て
お
り 、
今
回
の
実
証
試
験

（
電
離
ガ
ス）
で
加
熱
す
る
他

を
バ
ネ
に
商
品
化
を
急
ぐ 。
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